
健康寿命日本一への挑戦

横浜市健康福祉局 保健事業課

平成27年度地域・職域連携推進事業関係者会議
平成27年10月16日(金）



横浜市のご紹介

林 文子 横浜市長 日本の市区町村の中で最も人口の多い都市です。

日米通商友好条約後開港された横浜港、新橋―横浜間
で開通した日本初の官設鉄道など、日本の近代化と関連
性のある歴史をもつ国際都市。

18区の行政区からなり、貿易港がある国際色豊かな
地域、京浜工業地帯等の工業地域、東京都心へのベット

タウン等それぞれ異なる特性を持っています。

PHOTO by Hideo MORI



18行政区
西 区 97,711人
港北区 341,733人

横浜市の概況
人口：37１万１４５０人（平成27年１月１日現在）



今後12年間
（2013年～
2025年）で
後期高齢者は

1.6倍！
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（単位：千人）

79万人

87万7千人
94万1千人 97万2千人

102万4千人

高齢化率
1990年 8．6%
2015年 22．9%
2025年 26．7%



1号被保険者数 認定者数 出現率

801,083人 134,401人 16.8%

内
訳

前期高齢者 434,875人 19,110人 4.4%

後期高齢者 366,208人 115,291人 31.5%

平成25年8月末現在

後期高齢者の
出現率は、

前期高齢者の
７倍！

2025年の認定者数（推計）
・認定者数 ： 201,574 人
・前期高齢者 ： 16,984 人
・後期高齢者 ： 184,590 人

要介護支援・要介護認定の状況



介護保険第2号被保険者認定者の原因疾患（男性）

脳血管疾患

末期ガン

総数

定
年
前
か
ら
生
活
習
慣
改
善
が
必
要

（64歳未満）

横浜市衛生研究所 感染症・疫学情報課

介護保険第２号被保険者分析結果



生活習慣病による定期受診の有無

生活習慣病定期的に受診していると回答した人の割合は、男女とも年
代が上がるにつれて増加していた。60歳代では4割以上が受診！

平成25年健康に関する市民意識調査



喫煙習慣について



●横浜市は、就業人口１７０万人（平成22年国勢調査）

●２０歳から５９歳の男女の約８割（平成24年就業構造基本調査）は就労している。
●市内事業所数約12万か所でその内、ほとんどが中小企業
●中小企業と大企業の従業数の割合比は７：３
●従業員５０人未満の事業場については、産業医の選任義務はなく、保
健・予防情報が不足しがちである。

数 割合 数 割合 数 割合

中小企業 119,641 98.1% 82,561 98.8% 1,039,242 70.8%

大企業 2,302 1.9% 1,045 1.2% 429,153 29.2%

計 121,943 100.0% 83,606 100.0% 1,468,395 100.0%

事業所ベース 企業ベース 従業者数（事業所ベース）

平成２１年経済センサス-基礎調査　市内企業従業者数のため市外居住者含む

日本屈指の産業都市（全国4位）

横浜の企業の実態



日常生活に
制限のない期間
の平均（年）

日常生活に
制限のある期間
の平均（年）

日常生活に
制限のない期間
の平均（年）

日常生活に
制限のある期間
の平均（年）

1 浜松市 72.98 8.29 浜松市 75.94 10.74

2 千葉市 71.93 8.13 静岡市 74.63 11.9

3 さいたま市 71.50 8.62 仙台市 74.42 12.58

4 相模原市 71.43 9.26 京都市 74.34 12.18

5 静岡市 71.28 8.28 横浜市 74.14 12.81

6 横浜市 70.93 9.50 さいたま市 73.92 12.72

7 名古屋市 70.48 8.83 相模原市 73.68 13.45

8 全国 70.42 9.22 名古屋市 73.68 12.66

9 仙台市 70.42 10.33 全国 73.62 12.77

10 福岡市 70.38 9.55 新潟市 73.59 13.84

11 京都市 70.14 9.96 神戸市 73.33 12.61

12 神戸市 70.10 9.59 札幌市 73.18 13.72

13 広島市 70.01 10.02 東京都区部 73.13 13.16

14 東京都区部 69.71 9.83 千葉市 73.06 13.59

15 堺市 69.55 9.52 川崎市 73.06 13.77

16 札幌市 69.55 10.34 岡山市 72.71 14.52

17 新潟市 69.47 10.23 広島市 72.23 14.72

18 川崎市 69.29 10.76 北九州市 72.2 14.02

19 岡山市 69.01 10.65 大阪市 72.12 12.99

20 北九州市 68.46 10.47 福岡市 71.93 14.93

21 大阪市 68.15 9.28 堺市 71.86 13.94

＜本資料の引用資料一覧＞

　平成25年度 厚生労働科学研究費補助金（循環器疾患・糖尿病等生活習慣病対策総合研究事業）による          

「健康日本２１（第二次）の推進に関する研究」（研究代表者：辻　一郎）

◎「日常生活に制限のない期間の平均」の算定結果（2010年、20大都市別）

男 女



浜松市（健康寿命日本一）と横浜市との比較

2勝12敗
横浜市衛生研究所 感染症・疫学情報課



まとめ

●浜松市に比べて横浜市は疾病死亡率、喫煙率など の
生活習慣、健診受診率、がん検診受診率など、多くの項
目で下回っている。→ 向上させる取組が必要

●生活習慣改善は学齢期からの教育が必要。

●働く世代への健康づくり支援が必要。

●従来型の健康づくり活動には限界があり、ソーシャル
キャピタルの醸成が重要。

●市民の健康づくりでは、行政だけでなく、多くの関係
団体・機関等の連携が不可欠。

健康寿命を延ばすために必要なこと



一般向けパンフレット



● 健康経営の概念の普及
労働安全衛生法に基づく健康診断等だけでなく、
積極的に従業員の健康づくりを推進する「健康経営」
企業を増やしていきます。

※健康経営とは

従業員を企業が成長するうえで重要な経営資源と捉え、戦略的に健康
投資することでプラスの収益を実現する経営手法

従業員の健康増進・疾病予防の活動には、医療費の削減だけでなく、生産性の向上、
従業員の創造性の向上、企業 イメージの向上といった付加価値がある。

■講演会の開催

全国健康保険組合神奈川支部、労働基準監督署、
労務安全衛生協会、商工会議所等と協働して開催

■リーフレットの作成、配布

健康経営応援事業の取組
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第87回横浜市景況・経営動向調査（特別調査）結果

●「健康経営」に関する認知度は３割以上
市内企業の健康経営の認知度は、「言葉の意味まで知ってい

る」が6.4％、「聞いたことがある」が28.9％

●「健康経営」に関する取組意向は46.5％
健康経営に既に「既に取り組んでいる」9.4%「今後、積極的

に取組んでいきたい」37.1%と取組意向のある企業は、46.5％
。中堅企業や市外本社企業では半数以上、中小企業においても4
割以上。

※第87回横浜市景況・経営動向調査（特別調査）
【調査対象】 市内企業・市内に事業所を置く企業1000社 （回収数：502社、回収率50.2％）
【調査期間】 平成25年11月5日～11月26日

健康経営に関する企業調査結果





●よこはま企業健康マガジンの配信

忙しい人でも取り組みやすい健康情報を定期
的に配信！

月1回定期配信＋研修案内等の随時配信

■毎日の歩くを健康づくりに変える極意

■仕事の歩くを軽やかに！Walk Biz(ウォークビズ）

■風疹の予防接種と抗体検査が受けられます。

よこはま企業健康マガジン



●よこはま企業健康推進員の養成
「よこはま企業健康マガジン」や研修会等で得た健康づ

くりの情報を事業所内で共有し、自らの健康づくりの実践
と従業員の健康づくりを推進する人です。

よこはま企業健康推進員
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健康経営を推進するための事業展開イメージ

健康経営の概念の普及

よこはま企業健康マガジンの登録

よこはま企業健康推進員の登録

健康福祉局・各区が研修会開催や企業訪問にて概念の普及を行う

健康福祉局・各区で企業の集まる機会、企業訪問にてマガジンの登録促進

健康福祉局・各区及び関係団体と協働して、
よこはま企業健康推進員の研修会を開催し登録者を募集する

【目標】平成29年度500人

企業の健康経営支援 ツール：ヒアリングシート

従業員アンケート

企業の健康経営に関する課題の分析と評価、課
題解決のためのアドバイス等

H26～ モデル区先行実施

市 内 企 業

全
市
【
局
・18
区
】
で
実
施



よこはまウォーキングポイント

●急速な高齢化：2025年には横浜市内の65歳以上の高齢者が約100万人をとなる見込み
●40才以上の横浜市民等の方に、ウォーキングを通して、日常生活の中で楽しみながら
継続して健康づくりを進めていただく

背景・目的
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■参加者（40歳以上の横浜市民）に無料で歩数計をプレゼント（送料は参加者負担）
■協力店舗・施設に設置されている専用リーダーに歩数計をかざすことで、
歩数に応じたポイントが付与され、ポイントに応じて抽選で景品をプレゼント

■平成26年11月から、民間事業者（凸版印刷㈱、オムロンヘルスケア㈱）と共同で実施

事業内容

参加者数： 約14万人（平成27年 10月上旬）

よこはまウォーキングポイント



事業所単位での参加の

追加特典！

参加資格

①対象となる「事業所」
横浜市内に所在する、本事業に参加意思のある法人組織の事業所

会社、社団法人､財団法人､特定非営利活動法人､社会福祉法人､学校法人等

本社(本店）、支社(支店）、営業所、工場 等

②対象となる「横浜市在勤者」
①で働いている、40歳以上の市内在勤者(横浜市民のほか、市外在住の方も対象）

正規職員、嘱託員、アルバイト、派遣社員等

事業所内・事業所間対抗の歩数ランキングで一致団結！
ランキングが専用ホームページで確認でき楽しみながら健康づくりに取り組めます。

法 人 組 織

事 業 所

横浜市在勤者

よこはまウォーキングポイント
～事業所単位で横浜市在勤者も対象～

28２事業所 約3000人強が参加
※平成27年6月からは8月まで、市内事業所からの参加申込を受付

従業員300人以下の
中小規模の事業所を優先



腹囲1ｃｍ（体脂肪1Kg=7000Kcalに相当）ダイエットで男性約2700円、
女性約2500円の平均年間医療費削減効果あり。

1000歩ウォーキングすると、男性約13円、女性約12円の
年間医療費削減効果あり。

注1：協会けんぽから提供を受けた、特定健診結果と年間医科保険点数（メタボリックシンドロームに関連したものだけでなく、すべての医科保
険点数の合計）の付き合わせが出来た横浜市のH.24年度約9万人分のデータをもとに、年齢調整を行い計算した。

注2：腹囲1cm＝脂肪1Kg＝7000Kcal相当として計算した。7000Kcal消費するのに、7000Kcal÷100Kcal×3000歩=21万歩を歩く必要があり、腹囲
を1cm減らすと男性では約2700円平均年間医療費が減少するので、2700円÷21万歩×1000歩≒13円。

注3：今回は一般的な健康づくりの効果を算出するため、BMI（Body Math Index）の18.5未満（低体重）、35以上（高度肥満）に相当しない、BMI
が18.5以上、35未満に相当する腹囲を男女別にもとめ（男性75～105cm、女性70～105cm）、その範囲内で分析を行った。

注4：今回の分析は腹囲と医療費以外の要因（生活習慣等）は省いて分析しているため、医療費と検査値を考える際の目安の一つにすぎない。

ウォーキングの医療費削減効果
衛生研究所 感染症・疫学情報課



よこはまウォーキングポイント

●参加者のうち4,000人を対象にアンケート調査を実施し分析
■歩数計の使用状況、

■事業参加前後の健康意識や行動の変化

●参加者全員の客観的なデータを性別、年代別に分析

分析結果を今後の事業の展開や、他の健康づくり事業に活用

平成29年度までに30万人の参加を目指します！



企業・団体と協働した健康づくり



各区局

共創フロント
民間事業者からの相談・提案を受ける窓口

公民連携に関する様々な相談・提案を受け、実現に向
けた調整を行う。

民間事業者
・企業
・ＮＰＯ法人
・大学
・その他

フリー型フ
ロント

提案 調整

テーマ型
フロント

課題抽出
課題提示

提案

対話 対話共創フロント

横浜市

http://www.city.yokohama.lg.jp/seisaku/kyoso/front/ 25



●全国健康保険協会神奈川支部

●第一生命株式会社

●横浜信用金庫

●横浜農業協同組合

●ファイザー株式会社

●ロコモチャレンジ推進協議会

健康づくりに関する協定を締結した主な企業・団体



(1)横浜市の事業のPR
●「よこはまウォーキングポイント事業」等の案内
●企業内で健康づくり活動を行う

「よこはま企業健康推進員」の紹介
●企業向け健康情報メールマガジン

「よこはま企業健康マガジン」の登録勧奨
●横浜市がん検診や特定健診の案内
●講演会、研修会の周知

(2)企業内で行う健康講座等への講師派遣
(3)「よこはま企業健康マガジン」への寄稿

協定の主な内容



＜Walk Biz＞
「就業者が一番長く過ごす職場を身近な運動環境と捉え、歩きやす

い靴（スニーカー等）やウェアで通勤・就業するスタイル」のこと

【主な取組】

市内百貨店3社
（そごう横浜店・高島屋横浜店・京急百貨店）

●「よこはまウォーキングポイント事業」
を含むポスター・店頭広告等の掲出

●「Walk Biz（ウォークビズ）」売り場
で、歩きやすい健康的なビジネススタイル
の提唱

●社員の通勤時や売り場店員等による
Walk Biz（ウォークビズ）スタイルの推進

企業と協働する市民の健康づくり



企業と協働する市民の健康づくり

登りたくなる階段(健康階段）



健康経営応援事業の方向性

● 健康経営の概念の普及

● よこはま企業健康推進員を500人養成(平成29年度）

● 健康経営に取り組む企業を推進する仕組の検討

● 企業の健康経営支援を全市展開

● 企業との協働を積極的に推進

「暮らしているだけで、
働いているだけで健康になれる街 横浜」

の実現を目指します
！


